
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台1-6-5

JR磯子駅、京急屏風浦駅よりバスで
「汐見台ストアー前」バス停下車徒歩2分

京急
本線

久
良
岐
公
園

磯子駅
横須賀街道 16

屏風浦駅

屏
風
ヶ
浦
バ
イ
パ
ス

康心会
汐見台病院

汐見台交番前

9月30日（月）14：00から日 時

会 場 康心会汐見台病院 地下２階 会議室

次回予告
10月下旬開催予定

変形性膝関節症の治療
　保存的治療から人工関節による外科治
療まである「変形性膝関節症」。多くの高齢
者が膝の痛みを抱えるこの「変形性膝関
節症」とは、どのような状態なのかや、治療
内容、生活習慣の指導、リハビリ、人工関節
手術まで、整形外科部長がお話します。

講
師

康心会汐見台病院
整形外科 部長

宮原 真 医師
9月26日（木）14：00から
ふれあい横浜ホスピタル 2階 会議室

日 時

会 場

アクセス

お問合せ
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町2-3-3

ＪＲ関内駅南口徒歩3分、横浜市営地下鉄
伊勢佐木長者町駅徒歩3分

医学講座 参加無料参加無料

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜市役所

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

放射線検査について知ろう！
　放射線を用いたＭＲＩやＣＴは、体の
様々な診療で使用されます。乳房のマン
モグラフィーや、心臓を３Dで立体視する
CTなど、放射線検査について、当院専属
の診療放射線技師が詳しく解説します！

次回予告
10月24日（木）14：00から開催
【講師】 泌尿器科　川地義雄 医師
「知って治そう、尿の悩み」

講
師

ふれあい横浜ホスピタル
放射線科
村上 拓郎

診療放射線技師

ふれあい横浜ホスピタル
回復期リハビリテーション病棟
神奈川県横浜市中区万代町2-3-3

☎045-681-5101

回復期リハビリテーションの１日（例）

脳血管疾患・運動器疾患
（脊椎・大腿骨頚部骨折
ほか）の術後および発症
後や、廃用症候群など
の医療保険施設基準に
よる対象の全疾患

対 象※

※発症後の期間に規定があります。詳しくはお問い合わせを。

リハビリテーションス
タッフ

入院初日から退院まで
毎日の生活全てが
リハビリテーション

入
浴

作
業
療
法

検
温

朝
食

身
支
度

起
床

昼
食

言
語
聴
覚
療
法

お
茶

理
学
療
法

夕
食

身
支
度・就
寝

形
外
科
専
門
医
が
、
院
内
で
の
手

術
か
ら
術
後
の
訓
練
（
脊
椎
・
大

腿
骨
頚
部
の
骨
折
な
ど
）
ま
で
を

一
貫
し
て
指
導
し
た
り
、
脳
血
管

疾
患
発
症
後
の
「
飲
み
込
み
機
能

低
下
」
に
対
し
、
言
語
聴
覚
士
が

嚥
下
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
も
、

積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
工
透
析
治
療
が
必
要

な
患
者
の
対
応
が
可
能
な
こ
と
も

特
徴
で
す
。

　

同
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
「
患
者
さ

ま
の
お
気
持
ち
に
沿
っ
て
、
ご
希

望
さ
れ
る
お
暮
し
に
戻
れ
る
よ
う

に
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

を
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

捉
え
、
日
曜
・
祝
日
を
含
む
毎
日

の
起
床
か
ら
就
寝
ま
で
、
患
者
一

人
ひ
と
り
の
必
要
性
を
考
慮
し
た

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
対
象
は
、
脳
血
管
疾
患
や

運
動
器
疾
患
の
術
後
お
よ
び
発
症

後
の
ほ
か
、
廃
用
症
候
群
等
の
医

療
保
険
施
設
基
準
に
よ
る
全
疾
患

で
す
が
、
同
院
で
は
、
常
勤
の
整

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
」
で
は
、
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
の
各

リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
と
、
医
師
、
社

会
福
祉
士
な
ど
の
多
く
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
連
携
し
、
患
者
が
早
期

に
身
体
機
能
を
回
復
で
き
る
よ
う

に
、
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　

同
病
棟
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
動
作

　

横
浜
・
関
内
に
あ
る
地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
集
中
的
に
実
施
す
る
「
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」（
全
36
床
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
病
棟
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

機
能
回
復
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

体
の
動
作
を
専
門
と
す
る
「
理

学
療
法
士
」
や
、
手
先
の
動
作
や

心
の
リ
ハ
ビ
リ
も
行
な
う
「
作
業

療
法
士
」、
発
語
や
飲
み
込
み
機

能
の
向
上
に
長
け
た
「
言
語
聴
覚

士
」
な
ど
の
各
療
法
士
（
国
家
資

格
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
起
き
る

／
食
べ
る
／
歩
く
／
ト
イ
レ
へ
行

く
／
入
浴
と
い
っ
た
日
常
生
活
動

作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
に
対
す
る
効
果
的

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、患
者
の
心
身
を
回
復
さ
せ
て
、

家
庭
・
社
会
へ
復
帰
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

命
の
危
機
に
面
し
て
い
る
状
況

（
急
性
期
）
を
脱
し
た
が
、
ま
だ

医
学
的
・
社
会
的
・
心
理
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
要
し
て
い
る
患
者
が
、

集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
、
心
身
と
も
に
回
復
し
た

状
態
で
退
院
す
る
た
め
の
専
門
病

棟
で
す
。
対
象
の
疾
患
や
、
発
症

し
て
か
ら
入
院
す
る
ま
で
の
期
間

な
ど
に
規
定
が
あ
り
ま
す
。

国
家
資
格
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
も

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
医
療
機

関
で
は
、
チ
ー
ム
医
療
で
患
者
の

大
き
な
病
気
や
骨
折
の
後
で

　

最
近
、
医
療
機
関
で
「
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
が

設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
脳
血
管
疾
患
（
脳

梗
塞
・
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出
血

な
ど
）
や
、
大
き
な
骨
折
（
大
腿

骨
頚
部
・
股
関
節
な
ど
）
で
、
生

産婦人科 外来診療表

☎045-
761-3581

横浜市磯子区汐見台1-6-5

磯子駅・屏風浦駅・
上大岡駅などから
無料シャトルバス運行中

京急本線

久良岐
公園

磯子駅
横須賀街道

屏風浦駅

屏
風
ヶ
浦

バイ
パス

汐見台交番前

16

ココ

午前
8：30
12：00
〜

午後
13：30
17：00
〜

月 火 水 木 金 土 日祝

康心会汐見台病院

従
事
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
当
院

（
康
心
会
汐
見
台
病
院
）
に
お
い

て
も
、
こ
の
分
野
に
力
を
入
れ
て

い
く
所
存
で
す
。

　
【
腹
腔
鏡
下
手
術
】
は
、
開
腹

手
術
に
比
べ
て
傷
が
小
さ
い
な
ど

の
特
徴
を
も
ち
、
急
速
に
普
及
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
多
く
の
婦
人

科
疾
患
が
適
用
さ
れ
、
当
院
で
も

こ
の
手
術
の
実
施
が
可
能
で
す
」

話
を
聞
き
、
納
得
し
た
治
療
を

　
「
診
療
で
は
、
ま
ず
は
患
者
さ

ま
の
状
態
・
疾
患
に
つ
い
て
、
ご

理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
重
視
し
、

標
準
治
療
を
基
本
に
し
て
、
生
活

様
式
・
仕
事
・
家
族
計
画
な
ど
を

考
慮
し
た『
個
別
化
治
療
プ
ラ
ン
』

を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

選
択
肢
の
あ
る
治
療
に
つ
い
て

は
、
利
点
・
欠
点
を
可
能
な
限
り

説
明
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
体
の
ご
不
調
時
に

は
、
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）
に

対
し
て
は
、『
子
宮
体
が
ん
』『
子

宮
頚
が
ん
』『
卵
巣
が
ん
』
な
ど
、

多
く
の
手
術
で
執
刀
し
て
ま
い
り

ま
し
た
」

女
性
向
け（
整
容
上
）の
手
術
を

　
「
私
は
『
産
婦
人
科
内
視
鏡
学

会
技
術
認
定
医
』
を
取
得
し
て
お

り
、
婦
人
科
良
性
疾
患
（
子
宮
筋

腫
／
子
宮
内
膜
症
／
卵
巣
嚢
腫
な

ど
）
や
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
【
腹

腔
鏡
下
手
術
】
の
執
刀
と
指
導
に

り
ま
す
平
田
幸
広
（
ひ
ら
た
ゆ
き

ひ
ろ
）
と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
学
病
院
や
、
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
で
勤

務
し
、
婦
人
科
疾
患
全
般
の
治
療

国
が
ん
や
大
学
病
院
で
執
刀

　
（
平
田
医
師
）「
今
夏（
２
０
１
９

年
７
月
）
か
ら
、
康
心
会
汐
見
台

病
院
で
産
婦
人
科
を
担
当
し
て
お

　
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」
で
は
、
整
形
外
科
や
腎
臓
内
科
、
産
婦
人
科
な
ど
に
、

新
し
く
医
師
が
着
任
し
、
診
療
体
制
を
さ
ら
に
充
実
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

産
婦
人
科
・
平
田
幸
広
医
師
に
よ
る
着
任
の
ご
挨
拶
を
紹
介
し
ま
す
。
〈
取
材
協
力
〉

　
社
会
復
帰
が
早
い

▽
術
後
の
痛
み
が
少
な
く
な
る

▽
術
野
を
拡
大
視
で
き
る
の
で
、

繊
細
な
手
術
が
可
能
に
な
る

▽
術
後
の
癒
着
が
少
な
い
な
ど

　

こ
の
よ
う
に
、
患
者
へ
の
負
担

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
消
化
器
系

や
婦
人
科
系
の
疾
患
に
多
く
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
手
術
痕
の
違
い
は
一
目

瞭
然
で
、こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
、

特
に
女
性
患
者
へ
の
適
用
を
望
む

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

的
前
立
腺
全
摘
除
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

腹
腔
鏡
下
手
術
の
メ
リ
ッ
ト

　

こ
こ
で
は
、
近
年
急
速
に
普
及

し
て
い
る
「
腹
腔
鏡
下
手
術
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

腹
腔
鏡
下
手
術
と
は
、
体
に
３

〜
５
カ
所
の
小
さ
な
穴
を
開
け
、

お
腹
の
中
に
カ
メ
ラ
と
手
術
器
具

を
入
れ
て
実
施
す
る
手
術
方
法
で

す
。
開
腹
手
術
と
比
較
し
て
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

▽
傷
が
小
さ
く
す
む

▽
入
院
期
間
が
短
く
す
む
の
で
、

イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
現

代
の
手
術
は
と
て
も
進
化
し
て
い

ま
す
。切

り
傷
が
小
さ
く
す
む

　

口
か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
て
そ
の

先
端
に
取
り
付
け
た
ナ
イ
フ
で
病

変
部
を
削
ぎ
取
る
「
内
視
鏡
的
粘

膜
下
層
剥
離
術
」
や
、
小
さ
く
開

け
た
数
カ
所
の
穴
か
ら
器
具
を
挿

入
し
て
手
術
を
行
な
う
「
腹
腔
鏡

下
手
術
」、
さ
ら
に
、
医
療
ロ
ボ
ッ

ト
が
腹
腔
鏡
で
前
立
腺
が
ん
を
摘

除
す
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
根
治

　

腹
部
の
手
術
と
い
っ
た
ら
、
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
浮
か

び
ま
す
か
？
メ
ス
で
大
き
く
体
を

切
開
し
、
医
師
の
手
技
で
治
療
す

る
、
と
い
う
従
来
の
外
科
手
術
を

　

お
腹
を
大
き
く
開
け
る
こ
と
な
く
、
手
術
治
療
を
行
な
う
「
腹
腔
鏡
下
手
術
」

を
ご
存
知
で
す
か
？
腹
部
に
数
カ
所
の
小
さ
な
穴
を
開
け
て
、
医
師
が
カ
メ
ラ
と

医
療
器
具
を
駆
使
し
て
手
術
す
る
治
療
方
法
で
す
。

手術痕イメージ
開腹手術腹腔鏡下手術

腹腔鏡を使用した手術風景（イメージ）

入
院
生
活
の
丸
々
１
日
が
全
て「
リ
ハ
ビ
リ
」
に

チ
ー
ム
医
療
で
効
果
的
に
機
能
改
善
へ

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
理
解
さ
れ
て
い
な
い

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」と
は

診
療
体
制
の
充
実
化

新
着
医
師
に
よ
る
婦
人
科
手
術
も
開
始

康
心
会
汐
見
台
病
院（
横
浜
市
磯
子
区
）

手
術
痕
は
一
目
瞭
然
！
「
腹
腔
鏡
下
手
術
」
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今月
の

今月
の

  ご予約・お問合せ

ナーシングローズヴィラ鎌倉
鎌倉市上町屋７３３１ー

TEL：0467-42-8666 湘南モノレール

北鎌倉駅

304

32
鎌倉中央
公園

大船駅
湘南町屋駅

湘南町屋駅から
徒歩5分

Here!Here!

おおむね65歳以上なら、「自立」から「要介
護５」まで入居が可能なため、様々な身体
状況の方がいます。常駐している看護師の
「生活リハビリ」で過介護の心配はなく、
グループ病院所属のリハビリ専門の理学療
法士が、希望に合わせた「個別/集団リハビ
リ」を提供する高齢者に嬉しい環境です。

１日１組限定で「施設見学会」を
開催！現在、入居募集中の居室（２
部屋／18.62m2、20.84m2）
もじっくり確認できます。先着順
で見学希望日が埋まってしまう
ので、お申し込みはお早めに！

イベント「運動会」の様子

9／28　～10／14各日13：00から

土 月・祝

１日１組
限定

事前
予約制

小規模であることを活かして、
家庭的な雰囲気を
大切にしているホームです。
年末にかけてはイベントが盛り沢山！
今回はその一部を紹介します♪

第
10号

キリトリ

キリトリ

キ
リト
リ

キ
リト
リ

０１２０-３５-２２４０
フリーダイヤル

資料請求２４時間OK
シニアホテル東戸塚 検索横浜市戸塚区上品濃16‒8、16‒15

問合せ

有料老人ホーム シニアホテル東戸塚

イーストウイング介護付 サウスウイング住宅型

横浜新道

品濃橋

湘南医療
大学

西口

イースト
ウイング

サウス
ウイング 介

護
付

住
宅
型

東戸塚駅

住
宅
型
・
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
の
居
室
例

（
タ
イ
プ
Ａ
／
24
．８
㎡
）

ま
で
可
能
で
す
。
介
護
付
ホ
ー
ム

と
の
違
い
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

例
に
と
る
と
、
ホ
ー
ム
専
属
・
指

定
の
サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
ず
、
戸
建

て
の
自
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
の
と
同
じ
様
に
、
介
護
保
険

の
自
己
負
担
分（
１
〜
３
割
負
担
）

で
、
ホ
ー
ム
外
部
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
こ
と
で
す
。
ご

自
身
が
介
護
を
必
要
と
し
た
時

に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
作
成
し

た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、
訪
問

介
護
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
デ
イ

て
い
た
だ
く
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

　

入
居
は
、
お
元
気
な
方
（『
自

立
』）
か
ら
『
要
介
護
５
』
の
方

　
︱
︱
︱「
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
」

の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
の
ス

タ
ッ
フ
）「
は
い
。『
イ
ー
ス
ト
ウ

イ
ン
グ
』
は
、
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
で
す
。

　

介
護
が
付
い
て
い
る
老
人
ホ
ー

ム
で
す
が
、
65
歳
以
上
の
方
で
あ

れ
ば
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
で
も
入
居
が
可
能
で
す
。
浴

室
・
ト
イ
レ
を
完
備
（
一
部
除
く
）

し
て
お
り
、
館
内
の
ロ
ビ
ー
ラ
ウ

ン
ジ
（
６
階
）
は
吹
き
抜
け
で
開

放
感
が
あ
り
、
歩
行
が
困
難
な
方

で
も
中
庭
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
屋
上
庭
園
（
９
階
）
で
は
、

外
気
浴
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
で
す
」

　

︱
︱
︱
「
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
」

の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「『
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
』
は
住
宅

型
で
す
の
で
、
高
齢
者
が
過
ご
し

や
す
く
設
計
さ
れ
た
住
ま
い
で

す
。
基
本
的
に
は
ご
自
由
な
生
活

（
食
事
や
外
出
な
ど
）
を
送
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
ご
入
居
者

さ
ま
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ

　

介
護
付
き
の
ホ
ー
ム
（
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
）
と
、住
宅
型
の
ホ
ー

ム
（
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
）
が
あ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ
ニ
ア
ホ
テ

ル
東
戸
塚
」。
閑
静
な
立
地
や
高
齢
者
の
住
み
心
地
を
追
求
し
た“
住

ま
い
”
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
担
当
者
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

○
…
今
夏
７
月
、
整
形
外
科
に

着
任
。
関
節
症
や
腱
鞘
炎
、
骨
粗

鬆
症
、
脊
椎
疾
患
な
ど
、
外
傷
に

対
す
る
飲
み
薬
の
服
薬
治
療
や
、

注
射
で
の
投
薬
治
療
、
湿
布
や
軟

膏
の
貼
付
薬
治
療
を
軸
と
し
て
、

膝
や
股
関
節
に
お
け
る
人
工
関
節

置
換
術
（
手
術
治
療
）
も
担
当
し

て
い
ま
す
。「
当
院
（
康
心
会
汐

見
台
病
院
）
は
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門

の
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
の
ほ
か
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
も
そ
ろ
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
病
院
で
の
治
療
か
ら
リ

ハ
ビ
リ
、
退
院
後
の
在
宅
ケ
ア
に

い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
て
行
な
え

る
良
い
環
境
で
す
」
と
、
迷
わ
ず

メ
リ
ッ
ト
を
語
り
ま
す
。

　

○
…
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属

静
岡
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
「
整

形
外
科
」
で
20
年
の
キ
ャ
リ
ア
を

積
ん
で
き
た
宮
原
医
師
。
医
大
生

時
代
の
実
習
で
「
人
工
関
節
置
換

術
」
の
治
療
に
衝
撃
を
受
け
、
整

形
外
科
医
の
道
に
進
む
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。「
祖
父
も
父
も
医

師
で
す
が
、
整
形
外
科
医
で
は
な

く
、
そ
れ
よ
り
も
自
分
の
野
球
経

験
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
・
外
傷

に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
人
工
関
節
置
換
術
に
出
会
っ

て
か
ら
は
、〈
悪
い
も
の
を
と
る
〉

だ
け
で
終
わ
ら
ず
、〈
別
の
も
の

に
置
き
換
え
る
〉
と
い
う
治
療
に

深
く
共
感
し
、
整
形
外
科
医
の
ス

キ
ル
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
」。
康
心
会
汐
見
台
病
院
で

は
主
に
水
曜
日
が
手
術
日
で
、
外

来
診
療
は
月
曜
日
午
前
・
火
曜
日

午
後
・
金
曜
日
午
後
・
土
曜
日
午

前
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
診
察
で
は
「
う
っ
た
え
て

い
る
症
状
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ま

が
日
常
生
活
で
ど
の
よ
う
に
不
自

由
を
感
じ
、
ど
う
し
た
い
の
か
」

を
理
解
す
る
た
め
に
、
多
く
の
情

報
を
得
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者

の
来
院
も
多
く
、「
当
院
に
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
お
り
ま
す

の
で
、
介
護
の
橋
渡
し
ま
で
も
ス

ム
ー
ズ
に
行
な
え
ま
す
。
小
児
科

も
あ
り
、
親
御
さ
ま
も
安
心
し
て

通
院
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ど

の
世
代
に
対
し
て
も
、
わ
か
り
や

す
さ
を
常
に
心
が
け
、
地
域
に
密

着
し
た
医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
話
し
ま
し
た
。

宮原 真 医師
 （みやはら しん）　　　　

康心会汐見台病院
【 整形外科 部長 】

日本整形外科学会 整形外科専門医
日本整形外科学会 認定運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医

  

手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ま
で

　
　 

一
貫
し
て
担
当
す
る
整
形
外
科
医    

こ
の「
人
」に
聞
く

イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
の
ロ
ビ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
利
用
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
の
周
辺
に

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
事

業
所
や
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
施

設
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
将
来
を
見
据
え
た

安
心
し
た
ご
入
居
と
生
活
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
ど
ち
ら
も
、
長
く

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
よ
ろ
し
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　
「
は
い
。『
イ
ー
ス
ト
ウ
イ

ン
グ
』『
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
』

と
も
に
、
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
っ
て
も
、
転
居
の
ご

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
加
齢

に
よ
る
お
身
体
の
変
化
は
自

然
な
こ
と
で
す
の
で
、
原
則

的
に
ご
入
居
時
の
お
部
屋
の

ま
ま
で
お
過
ご
し
い
た
だ
け

ま
す
。
私
た
ち
は
精
一
杯
の

サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し
ま
す
」。

自
信
が
な
い
と
の
こ
と
。
そ
ん
な

理
由
で
も
訪
問
看
護
の
お
世
話
に

な
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

（
小
林
看
護
師
）

　
「
は
い
、
可
能
で
す
。
退
院
後

に
ご
自
宅
生
活
に
戻
ら
れ
る
患
者

さ
ま
や
ご
家
族
さ
ま
が
、
病
院
か

ら
離
れ
て
ご
自
身
の
お
住
ま
い
で

本
当
に
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る

の
か
ど
う
か
が
、
不
安
な
方
は
と

て
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
こ
そ
、
私

た
ち
訪
問
看
護
師
が
ご
自
宅
を
訪

問
し
、
不
安
が
解
消
さ
れ
る
ま
で

の
間
だ
け
で
も
ご
利
用
は
可
能
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。２
週
間
程
度
の『
短

期
サ
ー
ビ
ス
』も
実
施
し
て
お
り
、

大
変
ご
評
判
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。お
困
り
事
に
役
立
つ
こ
と
が
、

私
た
ち
の
仕
事
で
す
。
是
非
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１

す
か
？
本
当
に
、
毎
日
が
つ
ら
く

て
仕
方
が
な
い
ん
で
す
。

（
小
林
看
護
師
）

　
「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
私
た
ち
の

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
患
者

ご
本
人
さ
ま
（
ご
利
用
者
さ
ま
）

が
安
心
し
た
療
養
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
主

目
的
で
す
の
で
、
そ
れ
を
実
生
活

で
支
え
て
い
る
ご
家
族
さ
ま
か
ら

も
、
ご
相
談
や
お
悩
み
を
ご
遠
慮

な
く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
利
用

者
さ
ま
へ
の
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、
生
活
の
自
立
や
社
会
復
帰
の

サ
ポ
ー
ト
、
ご
家
族
さ
ま
へ
の
支

援
・
相
談
、
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
も

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
」。

【
よ
く
あ
る
相
談
３
】

　
父
が
い
よ
い
よ
退

院
！
と
喜
ん
で
い
た

の
に
、
退
院
日
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
母
の
不
安
そ
う
な

表
情
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
よ
く
よ
く
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
自
宅
で
父
の
看
病
を
す
る

入
浴
／
歩
行
な
ど
）
の
訓
練
や
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
（
終
末
期
の
看

護
）
と
い
っ
た
療
養
上
の
お
世
話

全
般
の
ほ
か
、
福
祉
用
具
（
ベ
ッ

ド
／
ト
イ
レ
／
補
聴
器
／
車
椅
子

な
ど
）
の
ご
利
用
や
認
知
症
介
護

の
相
談
に
い
た
る
ま
で
、
看
護
師

が
ご
自
宅
で
実
施
し
ま
す
」。

【
よ
く
あ
る
相
談
２
】

　
療
養
し
て
い
る
の

は
義
父
で
す
。
し
か

し
、
毎
日
し
ん
ど
い

の
は
長
男
の
嫁
で
あ
る
私
。
そ
の

よ
う
な
患
者
で
は
な
い
私
が
、
訪

問
看
護
で
悩
み
の
相
談
は
で
き
ま

な
い
中
で
、
何
を
す
る
の
か
想
像

で
き
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
内
容

を
行
な
っ
て
い
る
の
か
、
具
体
的

に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
小
林
看
護
師
）

　
「
は
い
。
そ
の
よ
う
に
疑
問
を

お
も
ち
に
な
ら
れ
て
い
る
方
は
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
ご

遠
慮
な
く
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
『
訪
問
看
護
』
と
は
、
看
護
師

が
医
師
の
指
示
の
下
で
、
健
康
状

態
の
観
察
や
治
療
促
進
の
た
め
の

看
護
な
ど
を
、ご
利
用
者
（
患
者
）

さ
ま
の
お
宅
で
行
な
い
ま
す
。
日

常
生
活
動
作
（
食
事
／
排
泄
／

【
よ
く
あ
る
相
談
１
】

　

最
近
、「
訪
問
看

護
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。

し
か
し
正
直
な
と
こ
ろ
、
何
を
し

て
く
れ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

看
護
師
さ
ん
が
訪
問
し
て
く
れ
る

の
だ
ろ
う
と
は
思
う
の
で
す
が
、

看
護
師
さ
ん
が
う
ち
に
来
た
っ

て
、
病
院
の
よ
う
な
医
療
器
具
が

　

今
、
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
「
訪
問
看
護
」
を
担

当
し
て
い
る
小
林
清
美
さ
ん
（
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
訪
問
看
護
師
）
に
、

問
い
合
わ
せ
が
多
い
相
談
内
容
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

ふれあい横浜ホスピタル
小林 清美 訪問看護師

介
護
付
・
住
宅
型
の
２
タ
イ
プ

　
　
生
活
の
し
や
す
さ
を
追
求
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　「
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
」

　
　
家
に
看
護
師
が
来
る

　
　
　「
訪
問
看
護
」で
聞
き
た
い
こ
と

2



　　と感じる
将来に出会うために
～学生さんが主人公です～

ピン！
看護体験募集のお知らせ

横須賀

横浜

川崎

新子安

大船

磯子東戸塚東戸塚

関内

茅ケ崎

逗子相模湾

東京湾

ふれあい
東戸塚ホスピタル

JR「東戸塚」
無料シャトルバス約５分

最寄駅

康心会汐見台病院

JR「磯子」など
無料シャトルバス約１０分

最寄駅

問合・申込

康心会汐見台病院
横浜市磯子区汐見台１‒６‒５

医療法人社団
康心会

対象：中高生 医療スタッフ（看護師・療法士）の一日体験

☎045-827-2637
ht-hosp@fureai-g.or.jp問合・申込

ふれあい東戸塚ホスピタル
横浜市戸塚区上品濃１６‒８

医療法人社団
健齢会

対象：中学生（高校生も可） 看護師の職場体験

体験する内容は、参加者のご希望に合わせて
用意します。（現場状況による対応になります。）

実際に白衣を着て体験！記念撮影も♪

お気軽にご連
絡ください。

スタッフ一同で
お待ちしており

ます。

ご希望例
「車椅子の介助方法を教わりたい」
「血圧測定をしてみたい」
「救急の現場を見学したい」
「理学療法士のリハビリ現場を見たい」
　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

医療現場で、看護師がどのような仕事をして、
患者さんとどう接し、どんな一日を送っているかを
間近で見て、業務（一部）を体験することができます！

「血圧測定」を体験している様子（舞岡中）　

「患者として来ていた
  病院の印象とは
  違った世界が広がって、
  医療の分野に興味が
  もてました」

体験生徒さん
の声

☎045-761-3581
shiomidai@fureai-g.or.jp

脳卒中の後遺症などに対し、理学療法士・作業
療法士・言語聴覚士が身体機能の向上などを
目的としたリハビリテーションを専門的に実施

内容

ふれあい鶴見
ホスピタル
横浜市鶴見区東寺尾4ｰ4ｰ22

☎０４５ｰ
５８６１ー７１７

回復期
リハビリテーション病棟

外来診療表（脳・神経部門） ＊一部、予約制

午
前

午
後

月 火 水 木 金 土

１０２床

頭痛・体の異常な運動・歩行障害・筋力低下・ま
ひ・ろれつ障害・感覚障害（しびれ）・判断力の
低下・今までできたことが実行できない など

対象

神経内科

頭部外傷・嘔気・
嘔吐・けいれん発
作・顔面けいれん・
めまい など

対象

脳神経外科
物忘れ
外来

脳
ドック

頭痛
外来

（  ）

土屋 喜照
外来医長

石井 映幸
副院長
石井 映幸
副院長

土屋 喜照
外来医長
土屋 喜照
外来医長

新子安駅
首
都
高
速 京急線京急線

JRJR

1
池谷戸子安台公園

ココ 岸谷岸谷
バス停

脳神経外科 脳神経外科 脳神経外科 脳神経外科 脳神経外科

脳神経外科 物忘れ外来 脳ドック

頭痛外来

神
経
内
科
で
は

　

主
に
神
経
が
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
症
状
（
体
の
異
常
な

運
動
や
歩
行
障
害
、
し
び
れ
、
感

覚
障
害
な
ど
）
を
中
心
に
診
察
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。「
頭
痛
外
来
」

は
、
頭
痛
に
特
化
し
た
診
療
を
行

な
う
専
門
外
来
で
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

同
院
は
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
を
も
つ
地
域

病
院
な
の
で
、
脳
卒
中
の
後
遺
症

の
改
善
や
、
大
腿
骨
頚
部
骨
折
の

手
術
後
な
ど
に
効
果
的
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
医
師
と
リ
ハ

ビ
リ
療
法
士
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
、
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
「
ど
の
診
療
科
を
受
診
す
れ
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

場
合
で
も
、
脳
・
神
経
に
力
を
入

れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
な
ら
、
密
な
診
療
連
携

に
よ
っ
て
、
来
院
者
が
適
切
な
診

療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
が
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
脳
ド
ッ
ク
Ｂ
コ
ー
ス
」

で
は
、加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
か
、

そ
れ
と
も
脳
の
異
常
（
認
知
症
な

ど
）
に
よ
る
も
の
忘
れ
か
を
判
断

す
る
検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
院
に
は
「
物
忘
れ
外

来
」（
担
当
・
石
井
副
院
長
／
㈫

午
後
・
予
約
制
）
も
あ
り
ま
す
。

と
す
る
外
来
診
察
の
ほ
か
、
脳

ド
ッ
ク
〈
３
コ
ー
ス
〉
の
診
断
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
脳
ド
ッ
ク
は
、
造
影
剤

や
放
射
線
を
使
用
せ
ず
に
行
な
う

の
で
、
高
齢
者
や
、
こ
れ
ら
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
人
で
も
、
受
け

や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

脳
神
経
外
科
で
は

　

頭
部
に
関
わ
る
症
状
（
頭
部
の

外
傷
や
顔
面
け
い
れ
ん
、
め
ま
い

な
ど
）
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

同
院
の
副
院
長
で
あ
る
石
井
映

幸
医
師
（
日
本
脳
神
経
外
科
学
会

脳
神
経
外
科
専
門
医
）
を
は
じ
め

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、「
脳
」「
神
経
」
の
領
域
に
つ
い
て
、
各
専

門
の
医
師
が
連
携
し
て
、
脳
卒
中
の
予
防
や
認
知
症
の
診
断
、
後
遺
症
の
改
善
の

た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

げ
ら
れ
ま
す
。

▼
栄
養
過
多
▼
塩
分
摂
取
過
剰

▼
喫
煙
▼
飲
酒
▼
運
動
不
足
▼

過
労
▼
睡
眠
不
足
▼
ス
ト
レ
ス

　

こ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
「
生
活
習
慣
病
」
が
、
脳
卒
中

を
招
き
ま
す
。

〈
生
活
習
慣
病
〉

高
血
圧
／
脂
質
異
常
／

糖
尿
病
／
心
房
細
動　
な
ど

　

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
を
正
し
、

ま
た
は
す
で
に
生
活
習
慣
病
を
発

症
し
て
い
る
人
は
、
治
療
で
改
善

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
目
立
っ
た
症
状
は

な
い
が
親
族
に
脳
動
脈
瘤
な
ど
の

既
往
歴
が
あ
る
人
は
、
く
も
膜
下

出
血
の
リ
ス
ク
を
意
識
し
、「
脳

ド
ッ
ク
」
な
ど
を
受
け
、
で
き
る

予
防
は
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

□
特
徴
的
な
症
状

〈
脳
梗
塞
・
脳
出
血
〉

突
発
的
な
神
経
症
状
（
半
身
の

脱
力
感
や
し
び
れ
、
ろ
れ
つ
が

回
ら
な
い
、
物
が
二
重
に
見
え

る
、
目
の
前
が
暗
く
な
る
な
ど
）

〈
く
も
膜
下
出
血
〉

突
発
的
な
激
し
い
頭
痛
や
嘔
気
・

嘔
吐
、
意
識
障
害 

な
ど

□
危
険
因
子
や
原
因
疾
患

　

脳
卒
中
の
危
険
因
子
に
は
、
主

に
次
の
内
容
（
生
活
習
慣
）
が
あ

病
気
と
し
て
知
ら
れ
、
一
度
発
症

す
る
と
永
続
的
な
後
遺
症
を
抱
え

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
さ
ら
に
生
命

に
関
わ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
事

前
に
で
き
る
対
策
を
行
な
っ
て
お

　
「
脳
卒
中
」
と
は
、
脳
梗
塞
・

脳
出
血
・
く
も
膜
下
出
血
な
ど
の

脳
血
管
障
害
に
よ
る
病
気
の
総
称

で
す
。

　

一
般
的
に
は
、
突
然
発
症
す
る

脳ドックとは…
脳萎縮・動脈硬化性変化・無症候性脳
梗塞・微小脳出血・約３ｍｍ以上の脳動
脈瘤などを検出するのに優れている
医療機器「MRI」で検査。この内容に
加えて、頚動脈超音波検査や血液検
査、心電図などを組み合わせ、総合的
に脳卒中の起こりやすさを診断する。
注：内容は一例です。
　 （実施医療機関によって、項目の詳細は異なります。）

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

「
脳
」と「
神
経
」の
連
携
治
療
に
専
門
性

〈
脳
神
経
外
科
／
神
経
内
科
／
脳
ド
ッ
ク
／
物
忘
れ
外
来
／
頭
痛
外
来
／
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
〉

突
然
発
症
す
る「
脳
卒
中
」で
も
、予
防
は
可
能

幼保連携型認定こども園

みどり幼稚園
横浜市戸塚区汲沢２ｰ２６ １ー４
☎045-881-2301
http://www.fureai-midori.ed.jp

問
合
せ

園内見学のご案内
毎週火・金曜日 １０：３０から（要事前予約）
＊園内行事により、残念ながらご希望に沿えない場合もございます。ご了承ください。

カレー大好き！きのう見たやさいだ！

カレー大好き！きのう見たやさいだ！

ぞう組（２歳クラス）の一コマぞう組（２歳クラス）の一コマ
ひと

スタンプ遊び

わ～すご
い！

ピーマン
の中って

こんなな
の！？

わ～すご
い！

ピーマン
の中って

こんなな
の！？

れ
た
断
面
を
、
触
っ
た
り
、
匂
い

を
嗅
い
だ
り
と
、
興
味
津
々
の
様

子
！
そ
の
後
、
野
菜
を
使
っ
た
ス

タ
ン
プ
遊
び
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

食
材
に
触
れ
、
楽
し
く
過
ご
し

た
翌
日
は
、
前
日
の
野
菜
を
入
れ

た
夏
カ
レ
ー
が
給
食
に
な
り
ま
し

た
。
全
員
、も
ち
ろ
ん
完
食
で
す
。

　

当
園
で
は
園
児
の
好
奇
心
を
育

む
食
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
」。

　

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

で
は
、
食
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、「
ぞ
う
組
」（
２
歳

ク
ラ
ス
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
ぞ
う
組
担
当
教
諭
）「
調
理
室

か
ら
野
菜
が
運
ば
れ
て
く
る
と
、

ぞ
う
組
の
み
ん
な
の
目
が
、
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
き
ま
し
た
。か
ぼ
ち
ゃ
・

ピ
ー
マ
ン
・
な
す
を
は
じ
め
と
す

る
丸
ご
と
の
野
菜
と
、
そ
の
切
ら

理学療法士とは…

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

問
合
せ

理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
茅ヶ崎市南湖1-6-11（茅ケ崎駅徒歩18分）
☎0467-88-6611
http://www.crc.ac.jp

立つ・歩く・座る・寝る・起きると
いった基本動作の障害、筋力や
持久力の低下、身体各部の痛み
などを、より良い状態に回復させ
るための「理学療法」を専門的
に学びます。その専門知識と技術をもって、患者が抱えるまひ
の回復や、筋力・持久力の向上、痛みの軽減などをはかった
り、杖や車椅子などを活用して、生活環境を改善し、より良い
生活を送れるように支援するリハビリの専門職です。｠

教員一人ひとりが、
熱意をもって
指導しています。
ぜひ一度

ご参加ください。

担当スタッフより学校説明会

13：30スタート
10／５　・11／2土 土

法
な
ど
も
専
門
的
に
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
人
と
し
て
の
資
質

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・

姿
勢
・
視
点
）
を
養
い
、
さ
ら
に

医
療
従
事
者
と
し
て
の
患
者
や
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
信
頼
、
現
場
で
必

要
と
さ
れ
る
“
リ
ー
ダ
ー
”
と
し

て
の
成
長
を
見
据
え
た
人
材
育
成

も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
学
校
説
明
会
へ
！

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
座
学
や
実
技
を
通

し
て
、
医
療
人
と
し
て
の
幅
広
い

教
養
の
習
得
を
大
切
に
し
て
い
る

「
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
」（
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
）

の
養
成
校
で
す
。

　
「
理
学
療
法
学
科
」
で
は
基
礎

分
野
の
ほ
か
、
病
気
を
理
解
す
る

領
域
や
、
関
係
す
る
検
査
・
治
療

茅ケ崎駅
1

ココ
新湘南バイパス

夢の実現は準備からー。

茅ヶ崎看護専門学校
茅ヶ崎市今宿３９０（バス停「辻東」徒歩5分）
☎0467-86-6011
http://www.chigakan.ac.jp

問
合
せ

「授業についていけるか不安…」
「どんな人たちが入学を希望しているのかな」
など気になることを解消できる！

基礎学力試験や面接対策のポイントを伝授！
個別相談も可能

木学校
説明会

入試
説明会

土10／12
11：00～12：00

金10／25
16：00～18：00

平日の
夕方

平日の
夕方

学園祭
開催中

同校の教員が丁寧に
指導する「看護体験」
同校の教員が丁寧に
指導する「看護体験」

9／19
16：00～18：00

私たちも昨年、
説明会に参加しました！
お気軽にご来校ください。
お申込みはHPから！

　

さ
ら
に
、
10
月
12
日
㈯
は
学
園

祭
「
か
ん
な
祭
」
が
開
か
れ
ま
す
。

在
校
生
と
一
緒
に
看
護
技
術
を
体

験
し
た
り
、
模
擬
店
な
ど
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　

同
日
に
は
「
入
試
説
明
会
」
も

開
催
さ
れ
、
推
薦
入
試
や
社
会
人

入
試
の
対
策
と
ポ
イ
ン
ト
を
、
同

校
担
当
者
が
解
説
し
ま
す
。

　

平
日
の
10
月
25
日
㈮
16
時
〜
18

時
に
は
「
入
試
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、予
定
の
つ
く
日
に
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で
は
、

土
日
祝
日
の
ほ
か
、平
日
に
も「
学

校
説
明
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
帰
り
の
高
校
生
や
、
平
日

休
み
の
社
会
人
が
、
参
加
し
や
す

い
日
程
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
看

護
に
興
味
の
あ
る
幅
広
い
世
代
の

人
た
ち
に
、
来
校
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
時
は
、
９
月
19
日
㈭
16

時
〜
18
時
。
当
日
は
、
同
校
の
教

員
が
直
接
教
え
る
「
看
護
体
験
」

に
も
、
参
加
が
可
能
で
す
。

夏
カ
レ
ー
で
学
ぶ

「
こ
れ
、昨
日
の
野
菜
？」旬
菜
で
食
育

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

土
日
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

平
日
夕
方
か
ら
の「
学
校
説
明
会
」

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

深
く
学
び
、人
と
の
つ
な
が
り
を
楽
し
む

質
の
高
い「
医
療
人
」を
養
成

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

3



医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16-8

JR東戸塚駅西口より無料シャトルバス
（13時00分、15分、30分）

横浜

横浜新道

品濃橋

東戸塚駅

上品濃公園

湘南
医療大学

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

日 時

会 場

高次脳機能障害のリハビリとは ～脳損傷後の日常生活への復帰～
　交通事故や転倒などが原因で、脳に
外傷が発生すると、様々な障害を生じる
場合があります。障害の症状を緩和させ
るには、「リハビリテーション」が鍵を握りま
す。リハビリテーション病棟を担当してい
る山本医師が、効果的なリハビリ内容を
丁寧に紹介します。
次回予告
10月29日（火）13：30～14：30
【講師】 永井健太郎 看護師（認知症認定看護師）
「認知症の予防」

講 

師

ふれあい東戸塚ホスピタル
回復期リハビリテーション病棟 担当
山本 征夫 医師
日本脳神経外科学会 専門医

9月26日（木）13：30～14：30
ふれあい東戸塚ホスピタル 2階 会議室

アクセス

お問合せ
ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾4-4-22

JR（京浜急行）新子安駅より
無料シャトルバス（約5分）

医学講座 参加無料参加無料

ふれあい
鶴見ホスピタル

岸谷

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

バス停

JR

1

9月19日（木）13：00～14：00
ふれあい鶴見ホスピタル 1階 会議室

日 時

会 場

胃の痛みありませんか？ ～ピロリ菌について～
　胃の痛みを感じた場合、ピロリ菌に感染
していることによって起きている胃の病気
の症状である可能性があります。当院で
外科を担当している山本史歩医師が、胃の
痛みとピロリ菌との関係について、わかり
やすく解説します！

次回予告
10月24日（木）13：00～14：00
【講師】 薬剤科　山中淳子 薬剤師
「ウィルスや細菌が強くなる！？ ～薬剤耐性菌とは～（仮）」

講 

師

ふれあい鶴見ホスピタル
外科
山本 史歩 医師
日本外科学会 専門医
日本消化器内視鏡学会 専門医

岸谷岸谷

京急線

バス停

JR

1

新子安駅

シャトル
バス
乗り場

ココ

池谷戸
新子安公園

横浜市鶴見区東寺尾
４‒４‒２２

☎０４５
（５８６）１７１７

ふれあい
鶴見ホスピタル

胸やけ、むかつき、食欲不振、
腹痛、吐き気、便秘・下痢など、
少しでもお体に違和感を
生じたら、一度、当院へ
ご来院ください。
日本外科学会｠専門医
日本消化器内視鏡学会｠専門医

【受付】８：３０～１２：００
【診療】9：００～１２：3０

外科／内視鏡検査（胃・大腸）

外来
〈午前の部〉

月 火 水 木 土日祝金

山本Dr.
〈女性医師〉

利野Dr.
〈男性医師〉

午
前

山本 史歩Dr.山本 史歩Dr.

火曜日担当

＊初診時はゆとりをもってご来院を。

ひ
ど
い
便
秘
／
慢
性
的
な
下
痢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

な
ど

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

「
外
科
」（
担
当
／
山
本
Dr.
、
利
野

Dr.
）
で
は
、
患
者
の
う
っ
た
え
る

症
状
に
よ
っ
て
、
内
視
鏡
（
胃
カ

メ
ラ
・
大
腸
カ
メ
ラ
）
を
使
用
し

た
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
内
視
鏡
検
査
で
は
、
ポ

リ
ー
プ
や
潰
瘍
を
発
見
し
た
場

合
、
医
師
の
判
断
に
お
い
て
、
そ

の
場
で
病
理
検
査
（
粘
膜
の
一
部

を
つ
ま
ん
で
採
る
）
も
実
施
し
、

悪
性
腫
瘍
か
ど
う
か
の
診
断
も
行

な
い
ま
す
。

　

外
来
だ
け
で
な
く
、
同
院
に
入

院
し
て
い
る
患
者
に
対
し
て
も
、

検
査
の
必
要
性
の
あ
る
症
状
に
対

し
て
は
、
で
き
る
限
り
内
視
鏡
検

査
を
実
施
し
、
早
期
に
診
断
し
て

適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。お
腹
の
悩
み
は
ぜ
ひ
相
談
を
。

　
　
　
　
　
（
取
材
協
力
・
同
院
）

性
食
道
炎
〉〈
胃
潰
瘍
〉〈
大
腸
ポ

リ
ー
プ
〉〈
悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）〉

な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
早

め
に
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

腹
痛
／
胸
や
け
／
む
か
つ
き
／

　

夏
バ
テ
や
連
休
中
の
不
摂
生
な

ど
が
た
た
り
、
体
の
不
調
を
う
っ

た
え
る
人
が
多
い
時
季
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
次
の
症
状
を
抱
え
て

い
る
人
は
、〈
慢
性
胃
炎
〉〈
逆
流

　
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
内

視
鏡
検
査
で
潰
瘍
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
、
必

要
に
応
じ
て
、
即
時
に
病
理
検
査
を
行
な
い
、

良
性
か
悪
性
か
を
診
断
し
て
い
ま
す
。

を
消
化
・
吸
収
す
る
力
の
低
下
で

起
こ
り
ま
す
。
疲
労
し
た
腸
は
動

き
が
悪
く
、
便
を
排
出
す
る
力
も

低
下
す
る
の
で
、
便
秘
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
下
痢
は
、
水
分
を

吸
収
す
る
力
が
低
下
し
て
便
に
水

分
量
が
増
し
て
い
る
状
態
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
腸
の
ト
ラ
ブ
ル
」

は
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き

た
し
、「
一
日
で
も
早
く
治
し
た

い
」と
思
う
人
は
多
い
は
ず
で
す
。

　
「
大
腸
内
視
鏡
検
査
」
は
、
そ

の
原
因
を
調
べ
て
適
切
に
治
療

し
、
効
果
的
な
投
薬
を
受
け
る
た

め
に
大
切
な
検
査
で
す
。

　

体
の
中
に
あ
る
臓
器
「
腸
（
大

腸
・
小
腸
な
ど
）」
は
、
当
然
、

外
か
ら
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
体
の
中
に
細
い
管

を
通
し
て
、
そ
の
先
端
に
つ
け
た

カ
メ
ラ
で
腸
の
状
態
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
「
内
視
鏡
検

査
」
で
す
。

疲
労
で
機
能
低
下

　

便
秘
や
下
痢
の
状

態
は
、
腸
が
疲
弊
し

て
い
る
“
サ
イ
ン
”

で
す
。

　

便
秘
は
、
食
べ
物

　

便
秘
や
下
痢
な
ど
は
、
誰
で
も

一
度
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
特
に
近
年
で
は
、
高

齢
化
に
と
も
な
っ
て
、
年
配
者
を

含
ん
だ
こ
れ
ら
の
「
お
腹
の
ト
ラ

ブ
ル
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ふれあい東戸塚ホスピタル
本間 和夫 副院長

・
食
事
療
法

塩
分
は
高
血
圧
の
原
因
に
な
る

の
で
、
塩
分
濃
度
が
高
い
も
の

は
な
る
べ
く
控
え
ま
し
ょ
う
。

栄
養
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

・
生
活
習
慣
の
改
善

不
規
則
な
生
活
は
、
メ
タ
ボ
を

引
き
起
こ
す
大
き
な
要
因
で
す
。

生
活
改
善
の
指
導
を
し
ま
す
。

　
︱
︱
︱
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
腹
囲
サ
イ
ズ
と
メ
タ

ボ
に
気
を
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
は

秋
に
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。　

性
が
高
ま
り
、
死
亡
の
リ
ス
ク
は

健
康
な
人
に
比
べ
て
１
．５
倍
〜

２
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　

当
院
（
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
）
で
は
、
健
康
診
断
を
実

施
し
て
お
り
、
メ
タ
ボ
の
治
療
と

予
防
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、『
食
欲
の
秋
』
の
今
の
時

期
に
、
是
非
ご
受
診
く
だ
さ
い
」

　

︱
︱
︱
メ
タ
ボ
の
治
療
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
か
？

　
（
本
間
副
院
長
）「
今
回
は
、
当

院
で
行
な
っ
て
い
る
代
表
的
な
内

容
を
紹
介
し
ま
す
」。

　
（
本
間
副
院
長
）「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
以
下
、
メ
タ

ボ
）
と
は
、内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
内

臓
肥
満
・
腹
部
肥
満
）
に
加
え
て
、

高
血
圧
・
脂
質
異
常
・
高
血
糖
の

う
ち
、
２
つ
以
上
を
抱
え
て
い
る

状
態
を
指
し
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
に
な
る
と
、
糖
尿
病
や

心
血
管
疾
患
を
引
き
起
こ
す
可
能

　

東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
地
域
病
院
「
ふ

れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
診
結
果

が
よ
く
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
は
、メ
タ
ボ
の
治
療
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ト
ニ
ン
が
不
足
し
て
、
空
腹
を

感
じ
や
す
く
な
る
の
で
す
。

■
気
温
の
低
下

　

気
温
が
下
が
る
こ
と
で
、
夏
の

猛
暑
で
減
退
し
て
い
た
食
欲
が
回

復
す
る
人
は
多
く
い
ま
す
。ま
た
、

人
間
の
体
は
体
温
を
上
げ
よ
う
と

す
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、

体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
欲
す
る
（
食

欲
が
湧
く
）
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◇

　

秋
の
食
べ
過
ぎ
の
原
因
の
一
部

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
人
間
の
意

識
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
の
乱
れ
に
よ
っ
て
、

食
べ
過
ぎ
か
ら
「
肥
満
」、
さ
ら

に
高
血
圧
・
脂
質
異
常
・
高
血
糖

が
加
わ
る
と
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
な
り
ま
す
。
自

己
管
理
の
た
め
に
定
期
的
に
健
康

診
断
を
受
診
し
た
り
、
医
師
か
ら

正
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ

と
を
、心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
冬
を
前
に
し
て
、
厳
冬
を
越
す

た
め
に
必
要
な
脂
肪
を
つ
け
よ
う

と
す
る
本
能
が
働
き
ま
す
。

■
日
照
時
間
の
減
少

　

夏
に
比
べ
て
日
の
出
か
ら
日
没

が
縮
ま
っ
て
、
日
照
時
間
は
短
く

な
り
、
日
照
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ

る
ホ
ル
モ
ン
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
も

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
セ

ロ
ト
ニ
ン
は
“
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
”

と
も
呼
ば
れ
、
満
腹
感
を
抱
か
せ

る
た
め
、
空
腹
感
が
減
少
す
る
作

用
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
秋
は

日
照
時
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
セ

　

し
か
し
、
な
ぜ
秋
は
食
べ
過
ぎ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？ 

■
生
存
本
能

　

人
間
も
動
物
の
一
種
で
す
。
寒

　

今
年
も
「
食
欲
の
秋
」
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。夏
に
痩
せ
た
の
に
、

旬
の
魚
、
果
物
な
ど
を
食
べ
過
ぎ

て
し
ま
い
、「
夏
前
よ
り
も
太
っ

た
！
」な
ん
て
こ
と
も
多
い
季
節
。

　

秋
に
は
、
秋さ

ん

ま
刀
魚
・
松
茸
・
栗
・
ブ
ド
ウ
な
ど
、
旬
の
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
夏
に
も
鯵あ
じ
・
ナ
ス
・
き
ゅ
う
り
・
ス
イ
カ
な
ど
、
多
く
の
食

材
が
あ
り
ま
す
。
人
間
は
な
ぜ
、
秋
に
食
欲
が
湧
く
の
で
し
ょ
う
か
？

大腸カメラ
（内視鏡）

食道

小腸

大腸

胃

メタボ治療
食事療法
専属の管理栄養士が、塩分の低い調理の仕
方や、太りにくい食材などを紹介し、栄養指
導を行ないます

生活習慣の改善
メタボの天敵・たばこに対する「禁煙外来」
なども設置し、規則正しい生活を全面的に
サポートしていきます

健康診断も実施中！
予約制

問診 視力 聴力 血圧身体測定
胸部X線検査 血液検査※尿検査 心電図※

一般健診
月～土曜日・午前９：００～１１：００

【Aコース】9,720円
【Bコース】4,320円※はBコースに含まれません。

つい「食べすぎた」なんてことが多い食欲の秋！
当院では、メタボ対策を実施しています

ふれあい
東戸塚ホスピタル
横浜市戸塚区上品濃16-8

☎045-827-2637

横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

湘南医療大学

西口

ココ上品濃公園上品濃公園

内臓
脂肪 男性 ≧ ８５cm

女性 ≧ ９０cm

腹 囲 ２項目以上

高血圧 脂質
異常 高血糖

メタボリックシンドロームメタボリックシンドロームとは？とは？

あなたの肥満度指数は？
BＭI【肥満指数】=体重（kg）÷｛身長（m）X身長（m）｝

BMI換算で目安を判定

肥満度

１８．５未満    低体重
BMI 判定

１８．５～２５未満    普通体重

２５.0～３０未満    肥 満 

３０.0～３５未満    肥 満

３５.0～４０未満    肥 満
40.0以上    肥 満

【１度】

【２度】 
【３度】
【４度】

痩せている

普通

参考

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　  

同
時
に
病
理
検
査
！

 

　
　
　
　 

内
視
鏡
で
お
腹
の
悩
み
を
解
消

腸
の
ト
ラ
ブ
ル
は
目
視（
大
腸
カ
メ
ラ
）で
解
決

　
　
健
康
診
断
は「
秋
」が
オ
ス
ス
メ
！

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
本
間
和
夫 

副
院
長（
取
材
協
力
）

秋
の
食
欲
旺
盛
は「
仕
方
が
な
い
」⁉︎
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